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第 １ 章 解 説

本 儀 式 は 、 小 規 模 な 団 内 グ ル ー プ ( ロ ッ ジ 単 位 程 度 ） が 、 簡 易 な 準 備 で 行 え る 霊 的 集 合 儀 式
（A s t r a l Temple W o r k i n g ） と し て 作 成 し た 。 従 っ て 、 実 行 儀 式 よ り も 簡 略 化 し た 部 分 が あ る 。

《 春 秋 分 点 》 は 、 「 均 衡 と 調 和 」 を 表 象 す る 宇 宙 的 な 時 刻 で あ る 。 年 に ２ 回 の 分 点 に お い て 、
太 陽 の 運 行 ま た は 振 動 と 地 上 の 四 大 元 素 が 融 合 す る 。 本 儀 式 は 、 原 則 的 に 春 分 点 の 前 後 ４ ８ 時
間 以 内 に 実 施 す る こ と 。 本 儀 式 で は 、 マ ル ク ト 神 殿 の 地 下 部 分 （ 『 四 大 の 別 院 』 ） を 核 と し て
実 践 す る 。

儀 式 内 容 は 、 《 黄 金 の 夜 明 け 団 》 の 「 竜 の 天 球 」 と 結 び つ い て い る 。 本 儀 式 に お い て は 「 跳
躍 す る 術 式 」 が 用 い ら れ て お り 、 マ ル ク ト 神 殿 の な か に イ ェ ツ ィ ラ ー の マ ル ク ト の 火 が 投 影 さ
れ る 。 儀 式 に 関 連 す る 魔 術 理 論 に つ い て は 、 『 黄 金 の 夜 明 け 魔 術 全 書 』 下 巻 「 北 極 周 辺 の ４ エ
ー ス に 象 徴 さ れ る 諸 力 の 渦 巻 き 周 天 の 法 則 」 を 参 照 す る こ と 。

１ 司 官 の 配 置
ａ 司 官 の 指 定

本 儀 式 に 必 要 な 司 官 の 人 数 は 、 次 の ５ 人 で あ る 。
そ れ ぞ れ の 太 守 （ ド ミ ヌ ス ） は 男 性 形 の 天 使 を 、 貴 婦 人 （ ド ミ ナ ） は 女 性 形 の 天 使 を 神

の 姿 形 と し て 纏 う 。 そ れ ぞ れ の 天 使 は , Ａ Ｓ ｈ Ｉ Ｍ 天 使 団 に 属 し 、 四 大 の 守 護 者 で あ る 。

DOMINUS C O L U M U N A （ＤＣ）柱の太守 ＝ 霊 ＝ Ａ Ｍ Ｖ Ｄ Ｉ Ａ Ｌ （ ア ム デ ィ エ ル ）
DOMINUS A U R O R A （ＤＡ） 夜 明 け の 太 守 ＝ 風 ＝ Ｃ ｈ Ｓ ｈ Ｎ （ チ ャ サ ン ）
DOMINUS V A S T I T A S （ＤＶ）砂漠の太守 ＝ 火 ＝ Ａ Ｒ Ａ Ｌ （ ア ラ ル ）
DOMINA P O N T U S（ＤＰ） 深 淵 の 貴 婦 人 ＝ 水 ＝ Ｔ Ｌ Ｉ Ｈ Ｄ （ タ リ ア ハ ド ）
DOMINUS B O R E A L I S （ＤＢ）極北の太守 ＝ 地 ＝ Ｐ Ｖ Ｒ Ｌ Ａ Ｋ （ フ ォ ル ラ ク ）

ｂ ア シ ム の 召 喚
四 人 の 司 官 は 、 マ ル ク ト 神 殿 の 別 院 で ア シ ム を 召 喚 し 、 ア ム デ ィ エ ル の 呼 び か け で 「 肉

の 衣 を 去 る 」 ま で は 、 実 効 上 の 天 使 と し て 活 動 す る 。 ち な み に 天 使 の 言 う 「 肉 」 と は 、 魔
術 師 の 「 光 体 」 の こ と で あ る 。

「 ア ム デ ィ エ ル の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」
き わ め て 長 身 の 中 性 的 な 天 使 で あ る 。 青 い 六 芒 星 の 飾 り が つ い た 帽 子 を 被 り 、 細 く 柔

ら か そ う な 髪 は 、 緑 の 布 で 包 ま れ て い る 。 や や 細 面 の 白 皙 の 美 貌 は 、 ヴ ェ ー ル を を を 介
し た よ う に 朧 な 微 笑 み を 浮 か べ て い る 。

ビ ザ ン チ ン 風 に ま と め ら れ た 裾 の 長 い エ メ ラ ル ド 色 の 長 衣 （ パ リ ウ ム ） の 上 に オ リ ー
ブ 色 の 肩 衣 を 掛 け 、 ユ ダ ヤ の 神 官 が 使 う 方 形 の 宝 石 で 飾 ら れ た 胸 当 て に 似 た 金 属 の 飾 り
を 幅 広 い 十 字 文 様 の 入 っ た 折 り 返 し た 布 で 支 え て い る 。 肩 掛 け の 下 か ら 覗 く 、 金 色 織 の
長 い 布 （ エ ピ ト ゥ ラ チ リ ウ ム ） は 、 緑 灰 色 の 糸 で 刺 繍 を 施 さ れ 裾 近 く ま で 真 っ 直 ぐ に 伸
び て い る 。 深 い 青 緑 の 靴 は 、 長 衣 の 裾 か ら 僅 か に 覗 い て い る 程 度 で あ る 。

左 胸 に 大 版 の 書 物 を 抱 き 、 四 枚 の 光 翼 を 上 下 に 広 げ て い る 。

「 チ ャ サ ン の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」
ど ち ら か と 言 う と 中 世 的 な 出 で 立 ち で あ る 。 七 色 の 宝 石 で 飾 ら れ た 頭 巾 は 、 後 ろ に 垂

ら さ ず 、 鶏 冠 の よ う に 頭 上 に ま と め 上 げ て い る 。 頭 巾 の 額 の 部 分 に は 、 宝 石 の 上 に 風 の
シ ギ ル が 貼 ら れ て い る 。 や や 険 の あ る 顔 立 ち は 、 上 品 だ が 視 線 は 鋭 い 。 猛 獣 の 牙 を 首 飾
り に ま と め 、 茶 色 の 身 体 に フ ィ ッ ト す る 胴 着 を 着 込 ん で い る が 、 裾 の 深 く 切 れ た ゆ っ た
り と し た 灰 色 の 長 外 套 を 被 っ て い る た め 胴 着 は ほ と ん ど 見 え な い 。 右 手 は 胸 の 前 に エ ジ

笏 を 保 持 し て い る 。プ ト 風 の 黄 色 の
薄 赤 い 布 を 張 り 合 わ せ た タ イ ツ 用 は 、 茶 色 の 鱗 状 の 革 を 張 り 合 わ せ た 靴 で 終 わ っ て い る 。 靴

の 踵 に は 、 羽 毛 の よ う な 、 或 い は 魚 の 尾 鰭 の よ う な 風 切 り が つ い て い る 。
こ の 天 使 の 光 翼 は 、 椰 子 の 葉 が 連 な る よ う に 奔 放 に 上 方 へ 伸 び て い る 。

「 ア ラ ル の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」
伝 統 的 な ガ リ ア 人 の 戦 士 の 武 装 を し た 天 使 で あ る 。 猛 禽 の 巨 大 な 羽 根 で 装 飾 し た 円 筒

の 青 銅 製 兜 を 被 り 、 兜 の 前 面 に は 赤 い 金 属 製 の 火 の シ ギ ル が 彫 金 さ れ て い る 。 剛 い 赤 毛
を 肩 に 垂 ら し 、 や は り 脱 色 し た よ う に 赤 い 豊 か な 髭 を 鼻 の 下 に 蓄 え た 意 志 の 強 そ う な 表
情 を し て い る 。 珍 し い 半 袖 の チ ュ ニ ッ ク を 肌 に つ け 、 そ の 上 に よ く 磨 い た 鎖 鎧 を 着 込 み 、
さ ら に 黄 金 色 の 毛 皮 を ま と っ て い る 。 膝 ま で し か 届 か な い 短 い 青 の 戦 闘 用 マ ン ト （ サ グ
ム ） を 肩 に か け 、 右 手 に は 巨 大 な 両 手 も ち の 大 剣 、 左 手 に 角 の つ い た 円 形 の 盾 を 下 げ て
い る 。 エ メ ラ ル ド 色 の タ イ ツ は 、 丈 夫 な 革 ひ も で 押 さ え ら れ 、 厚 い 戦 闘 用 革 靴 （ ガ リ



- 3 -

カ ） ま で 、 そ の 革 ひ も が 編 み 込 ま れ て い る 。
天 使 の 光 翼 は 、 羽 根 を 休 め る 猛 禽 の イ メ ー ジ で あ る 。

「 タ リ ア ハ ド の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」
休 廷 婦 人 の 衣 装 を ま と う 女 性 形 の 天 使 で あ る 。 古 い 型 の 小 帽 子 （ ト ル ク ） の 前 面 に 青

い 水 の シ ギ ル が 縫 い 取 っ て あ る 。 古 風 な 耳 飾 り が 、 短 く ま と め ら れ た 銀 の 髪 の 間 に 覗 き 、
ひ だ 襟 に 隠 さ れ た 咽 元 は つ や や か に 白 い 。 穏 や か な ま な ざ し は 、 遠 く を 見 つ め る よ う だ
が 、 薄 い 唇 は 固 く 結 ば れ て い る 。 緑 灰 色 の ロ ー ブ は 、 ウ エ ス ト か ら 裾 ま で 三 角 形 に 開 き 、
輝 く 炎 の 色 の ス カ ー ト を 覗 か せ て い る 。 ス カ ー ト の 裾 に は 、 初 春 の 緑 を 意 匠 し た 緑 の 広
葉 樹 の 葉 の 刺 繍 が 施 さ れ て い る 。 彼 女 は 、 銀 の 簡 易 水 差 し を 吊 り 下 げ た 銀 糸 の 飾 り ひ も
（ シ ェ ー ヌ ） を 右 手 に 下 げ て い る 。 ス カ ー ト の 裾 か ら 僅 か に 垣 間 見 る 小 ぶ り な 靴 は 、 今
に も 前 に 歩 み だ し そ う で あ る 。

天 使 の 光 翼 は 、 穏 や か な オ ー ラ の 衣 と し て 背 後 に 広 が っ て い る 。

「 フ ォ ル ラ ク の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ 」
ペ ル シ ア ・ ア ッ シ リ ア 様 式 の 重 い ロ ー ブ を ま と っ た 天 使 で あ る 。 ヴ ェ ネ チ ア ン ・ レ ッ

鬚 は 、 細 く 結 い 上 げド の 兜 に は 、 黄 金 の 角 が 左 右 に ２ 対 絡 ん で い る 。 そ の 下 の 長 い 髪 と 顎
た 上 に 油 で 固 め て 棒 状 に し て あ る た め 、 赤 い ひ も を 垂 ら し た よ う だ 。丈 の 長 い メ ド ・ペ ル シ ア ン ・
ロ ー ブ は 、 濃 い 琥 珀 色 で そ の 縁 は 、 三 重 の 紐 飾 り が 囲 ん で い る 。 胸 に は 擬 人 化 し た 太 陽 の 顔 を
真 鍮 の 円 盤 に 彫 り 込 ん だ 胸 飾 り を 吊 し て い る 。 ロ ー ブ の 開 い た 前 面 か ら 、 ２ 重 の 緑 の ベ ル ト と 、
エ メ ラ ル ド 色 の 腰 布 が 覗 い て い る 。 れ は 右 手 に 青 銅 の 器 を か ざ し 、 左 手 に 透 明 な つ る を 張 っか
た 弓 を 下 げ て い る 。剥 き 出 し の 腕 や 、 膝 下 の 素 肌 は 固 く盛 り 上 が っ た 筋 肉 の 層 で 鎧 わ れ 、 素 足
に 履 い た サ ン ダ ル の 先 ま で 力 が 漲 っ て い る 。

天 使 の 光 翼 は 、猛 禽 の よ う に 猛 々 し い 。

２ ア ス ト ラ ル 神 殿 の 構 造
本 儀 式 に お い て は 、 マ ル ク ト 神 殿 の 別 院 を 使 用 す る 。 そ れ は 、 ソ ロ モ ン 神 殿 を 忠 実 に 模 し

た 団 の ア ス ト ラ ル 神 殿 の 史 実 に は 残 さ れ て い な い 下 部 構 造 で あ る 。 ソ ロ モ ン 神 殿 の 本 殿 の 両
翼 に は 、 ３ 階 建 て の 脇 屋 が あ り 螺 旋 階 段 で 連 結 さ れ て い た 。 今 回 は 、 こ の 脇 屋 か ら 神 殿 の 地
下 に 入 り 、 本 殿 の 真 下 に あ る 四 大 の 別 院 を 使 用 す る 。

断 面 図 平 面 図 （ 地 上 ）

本 殿 至 聖 所
左 の 脇 屋 右 の 脇 屋

脇 間 本 殿 脇 間
意 識 の 地 平

＊ ＊
螺 旋 階 段

四 大 の 別 院 ● ○

地 下 ３ 階 の 左 脇 間 前

螺 旋 階 段
の 脇 間 側 礼 拝 堂 仕 様
出 入 口 の 左 脇 間 の

入 口
（ 地 下 ３ 階 ）
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Ｅ

四 大 の 別 院 の 平 面 図

風 の 界

● ○

祭 壇
○ ●

Ｎ 地 の 界 火 の 界 Ｓ

● ○

螺 旋 階 段 へ ← ○ ● → 螺 旋 階 段 へ

水 の 界

Ｗ

主 祭 壇 ： 黒 の 大 型 二 重 立 法 祭 壇 。
ヤ キ ン と ボ ア ズ ： 石 榴 の 頭 飾 り を 乗 せ た 標 準 的 な 白 柱 と 黒 柱 は 、

各 方 位 の 壁 の 中 央 に 門 を 形 成 し て い る 。

ｂ 跳 躍 す る 術 式
跳 躍 す る 術 式 で は 、 四 大 の 竜 が 神 殿 の 仮 想 獣 帯 を 逆 行 （ 左 回 り ） す る 。 四 人 の 司 官 は 、

そ れ ぞ れ の 竜 の 頭 と な り 、 各 宮 の 四 大 特 性 に 反 発 、 誘 引 さ れ な が ら 、 中 心 の 祭 壇 に 跳 ね 上
が る よ う な 運 動 を 行 い つ つ 、 象 徴 的 な 逆 周 行 を 行 う 。

た だ し 、 四 大 の 別 院 の 内 部 に は 、 ね じ れ た 獣 帯 が 投 影 さ れ て い る の で 、 四 大 の 順 序 は 占
星 学 に お け る 獣 帯 の 順 序 で は な く 、 下 図 の 配 列 と な る 。

東 四 大 の 三 角 形
風

火 地 風
火

水 水 水
地

北 － 地 火 － 南

風 風

火 地
水
西

四 大 の 竜 そ れ ぞ れ の 運 動 は 、 下 表 の と お り で あ り 、 能 動 （ 受 動 ） の 元 素 は 、 受 動 （ 能
動 ） の 元 素 に 反 発 し 、 自 分 と 同 じ 能 動 （ 受 動 ） の 元 素 に 弱 く 引 か れ る 。
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方 位 東 南 西 北 東 南 西 北 東 四 大 相 互 の

元 素 火 風 地 水 火 風 地 水 火 風 地 水 火 風 地 水 火 風 地 水 火 風 地 水 火 風 地 引 力 と 斥 力

風 ： 強 引 火 ： 弱 引
風 竜

地 ： 強 斥 水 ： 弱 斥

火 ： 強 引 風 ： 弱 引
火 竜

水 ： 強 斥 地 ： 弱 斥

水 ： 強 引 地 ： 弱 引
水 竜

火 ： 強 斥 風 ： 弱 斥

地 ： 強 引 水 ： 弱 引
地 竜

風 ： 強 斥 火 ： 弱 斥

そ れ ぞ れ の 竜 の 頭 の 動 き を 追 う と 下 図 の と お り と な る 。

風 の 竜 の 軌 跡 火 の 竜 の 軌 跡

東 東
風 風

火 地 火 地

水 水 水 水

北 － 地 火 － 南 北 － 地 火 － 南

風 風 風 風

火 地 火 地
水 水
西 西

水 の 竜 の 軌 跡 地 の 竜 の 軌 跡

東 東
風 風

火 地 火 地

水 水 水 水

北 － 地 火 － 南 北 － 地 火 － 南

風 風 風 風

火 地 火 地
水 水
西 西

３ 身 辺 の 準 備
ａ 部 屋 の 準 備

部 屋 を 暖 か く し 、 プ ラ イ バ シ ー を 保 護 で き る よ う な 態 勢 づ く り を す る 。 （ 家 族 に 部 屋 に
入 ら な い よ う に 断 っ て か ら ド ア の 鍵 を 閉 め る 等 ） 、 携 帯 電 話 、 ア ラ ー ム の 類 は あ ら か じ め
切 っ て お く 。 部 屋 の 中 央 に 椅 子 か 、 ソ フ ァ ー を 置 き 、 そ の 他 の 不 要 な も の を 片 づ け る 。

ｂ シ ナ リ オ
シ ナ リ オ 文 書 を 一 部 、 手 軽 に 確 認 で き る 場 所 に 置 く 。 シ ナ リ オ の 流 れ を 暗 記 で き な か っ

た ら 、 自 分 以 外 の パ ー ト の 台 詞 と ト 書 を テ ー プ に 吹 き 込 ん で お く 。
ｃ 直 前 の 手 順

開 始 す る 前 に 手 を 洗 い （ 儀 式 的 沐 浴 ） 、 法 衣 （ ま た は 身 体 を 締 め 付 け な い 服 装 ） に 着 替
え 、 Ｌ Ｂ Ｒ Ｐ を 行 っ て 椅 子 に 座 り 、 中 央 の 柱 の 行 法 で 活 性 化 す る 。
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第 ２ 章 儀 式

参 加 者 は 、 座 っ た ま ま 目 を 閉 じ 、 自 分 の ア ス ト ラ ル 的 姿 形 を 形 成 す る 。 前 方 に 光 体 を 形 成 す
る 。 自 ら が 輝 く 光 の 法 衣 を 纏 う 様 子 を 強 く 視 覚 化 す る 。

光 の 法 衣 の 着 用 が 終 了 し た ら 、 沈 黙 し 儀 式 の 背 後 に あ る 意 味 を 黙 想 し つ つ 待 つ 。
Ｄ Ｃ 、 Ｄ Ａ 、 Ｄ Ｖ 、 Ｄ Ｐ 、 Ｄ Ｂ の 順 番 で 神 殿 に 入 る 。
順 番 が 来 た ら 、 自 分 の 光 体 の 身 体 を 立 ち 上 が ら せ 、 肉 体 を 脱 ぎ 捨 て た ま ま 、 前 に 進 み 光 の ト

ン ネ ル を 通 過 し て 、 ア ス ト ラ ル 神 殿 の 外 庭 に 着 地 し 、 扉 の 前 に 立 つ 。 マ ル ク ト 神 殿 の ヤ キ ン と
ボ ア ズ の 柱 を 通 過 し 、 青 銅 の 扉 に 面 す る と 、 扉 の 表 面 に 刻 ま れ た Ｉ Ｏ Ｓ の 三 文 字 が 内 側 か ら 光
を 発 し 、 扉 は 音 も な く 両 側 に 開 く 。

神 殿 の 内 陣 広 間 に 通 じ る 廊 室 に お い て 、 入 場 の 順 番 に 司 官 た ち が 並 ぶ 。
先 頭 に 立 ち 、 集 ま っ た 参 加 者 を 振 り 返 る Ｄ Ｃ が 静 か に 命 じ る 。 「 ウ シ ャ ブ テ ィ を 纏 う べ

し 。 」 Ｄ Ｃ は 、 率 先 し て 「 小 神 像 （ ウ シ ャ ブ テ ィ ） 」 を 纏 う 。
す な わ ち 頭 頂 の 光 球 か ら 光 を 拡 散 し 、 や わ ら か な 膜 の よ う な 形 に 引 き 延 ば し て 、 喉 の 光 球 に

結 び つ け 、 さ ら に 胸 と 背 を 通 し て 、 胴 の 光 球 を 振 動 さ せ 、 腰 を 振 動 さ せ 、 最 後 は 足 下 の 光 球 を
振 動 さ せ 、 全 身 を ひ と つ の 巨 大 な 光 の 膜 で 包 み 込 ん で し ま う 。 そ の 無 定 型 の オ ー ラ の 卵 を 好 み
の 神 、 天 使 、 神 話 的 形 態 に 変 化 さ せ る 。 こ の 場 合 は 、 司 官 は 顔 の な い ア ケ フ ァ ロ ス の 姿 形 を ま
と う 。 参 加 者 は 、 文 字 通 り エ ジ プ ト 神 話 の 代 理 神 像 で あ る 直 立 し た 人 間 の 姿 を も つ 霊 的 姿 形 を
纏 う 。

Ｄ Ｃ は 、 い つ も と は 違 い 廊 室 の 右 の 扉 を く ぐ り 、 右 の 脇 屋 に 入 る 。
少 し 遅 れ て Ｄ Ａ と Ｄ Ｖ は 、 反 対 側 の 扉 か ら 左 の 脇 屋 に 入 る 。
Ｄ Ｐ と Ｄ Ｂ は 、 Ｄ Ｃ の 後 を 追 う よ う に 、 右 の 脇 屋 に 入 る 。
参 列 者 は 、 自 分 の 直 観 で 、 ど ち ら か ら 下 り る か 選 択 す る 。
そ れ ぞ れ 、 左 右 の 脇 屋 に 入 っ た 司 官 た ち は 、 螺 旋 階 段 を 下 り て い く 。
右 の 脇 屋 に あ る 螺 旋 階 段 は 、 南 を 向 い た 狭 い 長 方 形 の 扉 か ら 左 に 折 れ て 、 身 体 の 左 側 を 壁 に

押 し つ け る よ う に し て 下 り る 構 造 に な っ て い る 。 そ の 螺 旋 階 段 は 、 滑 ら か な 石 の 壁 に 彫 り 込 ま
れ た 手 す り の な い 石 階 段 で あ る 。 ち ょ う ど パ リ の ノ ー ト ル ダ ム 寺 院 の 階 段 の よ う に 、 バ ラ ン ス
を 崩 す と そ の ま ま 、 右 足 か ら 真 下 に 落 下 し て し ま う よ う な 不 安 感 が あ る 。 た っ た 三 階 分 地 下 に
下 る だ け だ が 、 螺 旋 階 段 の 底 は 無 限 の 彼 方 に 続 い て い る よ う に 深 く 、 底 は 測 り 知 れ な い 朧 な 淵
の よ う に 見 え る 。

左 の 脇 屋 か ら 地 下 に 入 っ た 者 は 、 そ れ と は 逆 に 北 向 き の 入 口 か ら 右 に 折 れ 、 身 体 の 右 側 を 壁
に 押 し つ け る よ う に 下 っ て い く 。 左 足 が 地 底 に 吸 い 込 ま れ る よ う に 、 恐 ろ し い の は 同 じ で あ る 。

さ て 、 地 下 １ 階 の 脇 間 に 続 く 長 方 形 の 開 口 部 が 見 え る 。 右 （ 左 ） の 脇 屋 を 下 る 者 は 、 左
（ 右 ） 肩 越 し に 香 木 で 敷 か れ た 床 と 儀 式 用 具 を 納 め た 棚 を 瞥 見 す る と さ ら に 次 の 階 層 に 下 り て
い く 。

次 に 垣 間 見 え た 地 下 ２ 階 に 続 く 開 口 部 の な か は 、 ぎ ら ぎ ら と 刃 の 輝 き も 禍 々 し い 武 器 庫 で あ
る 。 長 槍 、 剣 、 斧 、 短 矛 、 弓 矢 、 パ イ ク 、 盾 、 鎧 、 鉄 球 鎖 、 破 砕 鎚 な ど 多 彩 な 武 器 、 防 具 の 類
が 整 然 と 並 べ ら れ て い る 。

そ し て 、 い よ い よ 地 下 ３ 階 の 開 口 部 が 見 え る 。 螺 旋 階 段 は 、 さ ら に 下 層 に 延 び て お り 、 目 眩
の し そ う な 螺 旋 階 段 の 作 り 出 す 渦 の 中 心 は 、 暗 黒 の な か に 霞 ん で 消 え て い る 。

た め ら わ ず に 、 地 下 ３ 階 の 脇 間 に 踏 み い る 。
そ れ ぞ れ の 脇 間 は 、 小 さ な 礼 拝 堂 の よ う に 作 ら れ て お り 、 東 の 奥 に は 「 炎 の 剣 」 を 図 案 化 し

た タ ピ ス リ ー が か け ら れ て い る 。 左 右 に お か れ た 低 い 長 椅 子 は 、 ち ょ う ど 休 憩 か 、 礼 拝 に 適 し
た 形 に な っ て い る が 、 今 回 は そ こ に 寄 る 余 裕 は な い 。

脇 間 の 神 殿 内 部 へ 通 じ る 扉 に 向 か う と 、 マ ル ク ト の 女 王 の 色 階 の 四 色 で 染 め 抜 か れ た 格 子 縞
の 帳 が か け ら れ て い た 。 Ｄ Ｃ が 帳 を 割 っ て 別 院 の な か に 入 る 。

Ｄ Ｃ は 、 た だ 、 ひ と り 、 ４ 面 が 開 放 さ れ て 、 直 接 、 四 大 の 世 界 と 直 結 し て い る 地 下 神 殿 の 混
沌 と し た 空 気 の な か を 進 ん だ 。

南 西 の 入 口 か ら 真 っ 直 ぐ に 祭 壇 の 西 に 立 つ 。
Ｄ Ｃ は 、 呼 吸 と 中 央 の 柱 で 魔 法 鏡 を 活 性 化 し た の ち 、 別 院 の 境 界 ま で オ ー ラ を 拡 張 し 、 四 大

の 霊 気 が 混 沌 と 渦 巻 く 別 院 の 内 部 の 空 気 に オ ー ラ を 溶 け 込 ま せ る 。 開 放 さ れ た 四 つ の 門 か ら 絶
え 間 な く 吹 き 寄 せ る 四 大 の 息 吹 が 、 Ｄ Ｃ の 魔 法 鏡 に 直 接 ぶ つ か り 、 清 涼 な 「 風 」 、 灼 熱 の
「 火 」 、 流 れ る 「 水 」 、 盤 石 の 「 地 」 の 意 志 が 拮 抗 す る 。

続 い て 、 Ｄ Ｃ は 、 拡 張 し た 白 く 輝 く オ ー ラ を 保 持 し た ま ま 、 小 五 芒 星 の 追 儺 儀 式 を 行 う 。
引 き 続 き 、 小 六 芒 星 の 追 儺 儀 式 を 行 う 。

東 に 面 し 、 開 門 の 宣 言 を 行 う 。
「 ヘ カ ス ヘ カ ス エ ス テ ベ ベ ロ イ 」

さ ら に 、 物 見 の 塔 の 儀 式 を 応 用 し 、 騒 擾 す る 別 院 の 霊 気 を 安 定 さ せ る 。
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祭 壇 の 南 側 に 行 き 、 火 の 界 に 背 を 向 け 、 祭 壇 か ら ラ ン プ を 取 り 上 げ る 。 正 面 （ 北 ） 、 右
（ 東 ） 、 左 （ 西 ） と 三 方 向 に ラ ン プ を 振 り 言 う 。
「 総 て の 幻 影 が 去 り し 後 に 、 宇 宙 の 隠 さ れ し 深 み を 飛 翔 す る 聖 な る 形 な き 炎 を 見 る で あ ろ う 。

汝 、 火 の 声 を 聞 け 」
次 に 振 り 返 り 、 祭 壇 を 背 中 に し 、 南 に 面 す る 。 白 と 黒 の 柱 の 彼 方 に 荒 涼 と し た 砂 漠 が 広 が る 。

直 立 し た 奇 岩 な の か 、 風 化 し た 巨 石 建 造 物 な の か 分 か ら な い 、 小 山 の よ う な 石 の 柱 の 間 に 、 蜃
気 楼 の よ う な オ レ ン ジ 色 の サ ラ マ ン ダ ー が 闊 歩 し て い る 。

押 し 寄 せ る 熱 波 に 対 面 し 、 自 分 の 目 の 前 に 霊 の 能 動 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 次 の 言 葉 を 振 動
さ せ る 。
「 Ｂ Ｉ Ｔ Ｏ Ｍ 」

引 き 続 き 、 五 芒 星 の 中 心 に 霊 の シ ギ ル を 描 き 、 神 名 を 振 動 さ せ る 。
「 Ａ Ｈ Ｉ Ｈ 」

別 院 の 床 の 四 半 円 が 、 他 の 部 分 か ら 切 り 取 っ た よ う に 活 性 化 さ れ る 。
Ｄ Ｃ は 、 螺 旋 光 の サ イ ン を 応 用 し 、 五 芒 星 を 南 の ヤ キ ン と ボ ア ズ の 間 を 抜 け 、 四 大 の 別 院 の

南 壁 に 接 す る 火 の 界 の 境 界 面 そ の も の の ま で 押 し 出 し 、 火 の 界 の 上 に 刻 印 す る 。
Ｌ Ｖ Ｘ サ イ ン を 行 う 。
次 に 火 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 言 葉 を 振 動 さ せ る 。

「 Ｏ Ｉ Ｐ Ｔ Ｅ Ａ Ａ Ｐ Ｅ Ｄ Ｏ Ｃ Ｅ 」
そ の 中 央 に 獅 子 宮 の サ イ ン を 書 き 、 神 名 を 振 動 さ せ る 。

「 Ａ Ｌ Ｈ Ｉ Ｍ 」
Ｄ Ｃ は 、 別 院 の 火 の 頂 点 か ら 追 儺 の 五 芒 星 を 螺 旋 光 の サ イ ン に よ り 、 火 の 界 の 境 界 面 そ の も

の の ま で 押 し 出 し 、 刻 印 す る 。 五 芒 星 が 祭 壇 か ら 南 壁 に 飛 ぶ 間 に 、 別 院 の ４ 分 の １ の 領 域 が 完
全 に 静 ま り 、 火 の 元 素 は 、 境 界 に 固 定 さ れ た 。

Ｄ Ｃ は 、 フ ィ ロ ソ フ ァ ス の サ イ ン を 行 う 。
「 大 い な る 南 の 四 辺 形 の 名 前 と 文 字 に お い て 、 わ れ 汝 を 召 喚 す 。

汝 、 南 の 物 見 の 塔 の 天 使 よ 」
別 院 の 四 半 分 は 霊 的 に 安 定 し た 。

祭 壇 の 西 側 へ 行 き 、 水 の 界 を 背 に 盃 を 取 り 上 げ る 。 三 方 向 に 盃 の 水 を 注 ぎ 言 う 。
「 最 初 に 、 火 の 技 を 治 め し 祭 司 は 、 荒 れ 狂 う 海 に 清 め の 水 を 撒 か ね ば な ら ぬ 」

次 に 振 り 返 り 、 祭 壇 を 背 中 に し 、 西 に 面 す る 。 白 と 黒 の 柱 の 彼 方 に 、 次 々 と 波 頭 の 押 し 寄 せ
る 大 海 原 が 広 が っ て い る 。 白 い 波 頭 は 、 蹄 の 代 わ り に 水 掻 き の 生 え た 水 棲 の 馬 で あ る 。 そ の 鱗
の 生 え た 蒼 い 肌 の 上 に 、 海 の 乙 女 た ち が 豊 か な 胸 乳 を さ ら し て 、 手 綱 を 御 し て い る 。

自 分 の 目 の 前 に 霊 の 受 動 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 次 の 言 葉 を 振 動 さ せ る 。
「 Ｈ Ｃ Ｏ Ｍ Ａ 」

引 き 続 き 、 五 芒 星 の 中 心 に 霊 の シ ギ ル を 描 き 、 神 名 を 振 動 さ せ る 。
「 Ａ Ｇ Ｌ Ａ 」

別 院 の 床 の 四 半 円 が 、 他 の 部 分 か ら 切 り 取 っ た よ う に 活 性 化 さ れ る 。
Ｄ Ｃ は 、 螺 旋 光 の サ イ ン を 応 用 し 、 五 芒 星 を 西 の ヤ キ ン と ボ ア ズ の 間 を 抜 け 、 四 大 の 別 院 の

西 壁 に 接 す る 水 の 界 の 境 界 面 そ の も の の ま で 押 し 出 し 、 水 の 界 の 上 に 刻 印 す る 。
Ｌ Ｖ Ｘ サ イ ン を 行 う 。
次 に 水 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 言 葉 を 振 動 さ せ る 。

「 Ｅ Ｍ Ｐ Ｅ Ｈ Ａ Ｒ Ｓ Ｅ Ｌ Ｇ Ａ Ｉ Ｏ Ｌ 」
そ の 中 央 に 鷲 の サ イ ン を 書 き 、 神 名 を 振 動 さ せ る 。

「 Ａ Ｌ 」
Ｄ Ｃ は 、 別 院 の 水 の 頂 点 か ら 追 儺 の 五 芒 星 を 螺 旋 光 の サ イ ン に よ り 、 水 の 界 の 境 界 面 そ の も

の の ま で 押 し 出 し 、 刻 印 す る 。 五 芒 星 が 祭 壇 か ら 西 壁 に 飛 ぶ 間 に 、 別 院 の ４ 分 の １ の 領 域 が 完
全 に 静 ま り 、 水 の 元 素 は 、 境 界 に 固 定 さ れ た 。

Ｄ Ｃ は 、 プ ラ ク テ ィ カ ス の サ イ ン を 行 う 。
「 大 い な る 西 の 四 辺 形 の 名 前 と 文 字 に お い て 、 わ れ 汝 を 召 喚 す 。

汝 、 西 の 物 見 の 塔 の 天 使 よ 」
別 院 の 半 分 が 霊 的 に 安 定 し た 。

祭 壇 の 東 側 に 行 き 、 風 の 界 に 背 を 向 け 、 香 炉 を 取 り 上 げ る 。 三 方 向 に 香 炉 を 振 り 言 う 。
「 か く の ご と き 炎 、 迸 る 《 風 》 の な か に あ ら ん 。 ま た 、 《 声 の 似 姿 》 を 放 つ 形 な き 《 火 》 、 さ
ら に 声 高 に 叫 ぶ 《 渦 巻 く 炎 の 光 》 の な か に も あ り 」

次 に 振 り 返 り 、 祭 壇 を 背 中 に し 、 東 に 面 す る 。 白 と 黒 の 柱 の 彼 方 に 、 丈 の 高 い ヒ ー ス の 草 原
の 緩 や か な 起 伏 が 見 え る 。 そ の 背 後 に は 黄 塵 と 、 流 れ 行 く 逞 し い 雲 の 連 な り が 広 が り 、 黄 色 っ
ぽ い 空 の 雲 間 に は 、 半 透 明 な 存 在 の 乱 舞 す る 様 子 が 伺 え る 。
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自 分 の 目 の 前 に 霊 の 能 動 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 次 の 言 葉 を 振 動 さ せ る 。
「 Ｅ Ｘ Ａ Ｒ Ｐ 」

引 き 続 き 、 五 芒 星 の 中 心 に 霊 の シ ギ ル を 描 き 、 神 名 を 振 動 さ せ る 。
「 Ａ Ｈ Ｉ Ｈ 」

別 院 の 床 の 四 半 円 が 、 他 の 部 分 か ら 切 り 取 っ た よ う に 活 性 化 さ れ る 。
Ｄ Ｃ は 、 螺 旋 光 の サ イ ン を 応 用 し 、 五 芒 星 を 東 の ヤ キ ン と ボ ア ズ の 間 を 抜 け 、 四 大 の 別 院 の

東 壁 に 接 す る 風 の 界 の 境 界 面 そ の も の の ま で 押 し 出 し 、 風 の 界 の 上 に 刻 印 す る 。
Ｌ Ｖ Ｘ サ イ ン を 行 う 。
次 に 風 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 、 言 葉 を 振 動 さ せ る 。

「 Ｏ Ｒ Ｏ Ｉ Ｂ Ａ Ｈ Ａ Ｏ Ｚ Ｐ Ｉ 」
そ の 中 央 に 宝 瓶 宮 の サ イ ン を 書 き 、 神 名 を 振 動 さ せ る 。

「 Ｉ Ｈ Ｖ Ｈ 」
Ｄ Ｃ は 、 別 院 の 風 の 頂 点 か ら 追 儺 の 五 芒 星 を 螺 旋 光 の サ イ ン に よ り 、 風 の 界 の 境 界 面 そ の も

の の ま で 押 し 出 し 、 刻 印 す る 。 五 芒 星 が 祭 壇 か ら 東 壁 に 飛 ぶ 間 に 、 別 院 の ４ 分 の １ の 領 域 が 完
全 に 静 ま り 、 風 の 元 素 は 、 境 界 に 固 定 さ れ た 。

Ｄ Ｃ は 、 セ オ リ カ ス の サ イ ン を 行 う 。
「 大 い な る 東 の 四 辺 形 の 名 前 と 文 字 に お い て 、 わ れ 汝 を 召 喚 す 。

汝 、 東 の 物 見 の 塔 の 天 使 よ 」
別 院 の 四 分 の 三 が 霊 的 に 安 定 し た 。

祭 壇 の 北 に 行 き 、 地 の 界 に 背 を 向 け 皿 か ら 塩 を つ ま み 上 げ 、 三 方 向 に 撒 い て 言 う 。
「 暗 き 輝 き の 地 界 に 屈 み 込 む な か れ 。 そ こ に は 、 背 信 の 深 み と 、 闇 を 纏 う 冥 府 王 が 不 可 解 な る

ハ デ ス

イ メ ー ジ に 悦 び 、 風 猛 き 絶 壁 、 黒 く 逆 巻 く 深 淵 は 、 つ ね に 光 放 た ぬ 形 な き 虚 し き 場 に 連 れ 去 る
も の な り 」

次 に 振 り 返 り 、 祭 壇 を 背 中 に し 、 北 に 面 す る 。 白 と 黒 の 柱 の 彼 方 に 、 峨 々 た る 小 暗 い 山 脈 が
聳 え て い る 。 緑 の 裾 野 に は 、 無 数 の 生 命 が 満 ち あ ふ れ て い る よ う だ が 、 む し ろ 、 黒 い 岩 肌 を 晒
し た 山 肌 に 、 煌 め く 金 属 的 な 光 芒 が 散 ら つ い て い る 。 剥 き 出 し の 鉱 脈 の 上 を グ ノ ー ム の 工 具 が
叩 い て い る の だ ろ う 。

自 分 の 目 の 前 に 霊 の 受 動 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 次 の 言 葉 を 振 動 さ せ る 。
「 Ｎ Ａ Ｎ Ｔ Ａ 」

引 き 続 き 、 五 芒 星 の 中 心 に 霊 の シ ギ ル を 描 き 、 神 名 を 振 動 さ せ る 。
「 Ａ Ｇ Ｌ Ａ 」

別 院 の 床 の 四 半 円 が 、 他 の 部 分 か ら 切 り 取 っ た よ う に 活 性 化 さ れ る 。
Ｄ Ｃ は 、 螺 旋 光 の サ イ ン を 応 用 し 、 五 芒 星 を 北 の ヤ キ ン と ボ ア ズ の 間 を 抜 け 、 四 大 の 別 院 の

北 壁 に 接 す る 地 の 界 の 境 界 面 そ の も の の ま で 押 し 出 し 、 地 の 界 の 上 に 刻 印 す る 。
Ｌ Ｖ Ｘ サ イ ン を 行 う 。
次 に 地 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 言 葉 を 振 動 さ せ る 。

「 Ｅ Ｍ Ｏ Ｒ Ｄ Ｉ Ａ Ｌ Ｈ Ｅ Ｃ Ｔ Ｅ Ｇ Ａ 」
そ の 中 央 に 金 牛 宮 の サ イ ン を 描 き 、 神 名 を 振 動 さ せ る 。

「 Ａ Ｄ Ｎ Ｉ 」
Ｄ Ｃ は 、 別 院 の 地 の 頂 点 か ら 追 儺 の 五 芒 星 を 螺 旋 光 の サ イ ン に よ り 、 地 の 界 の 境 界 面 そ の も

の の ま で 押 し 出 し 、 刻 印 す る 。 五 芒 星 が 祭 壇 か ら 北 壁 に 飛 ぶ 間 に 、 別 院 の ４ 分 の １ の 領 域 が 完
全 に 静 ま り 、 地 の 元 素 は 、 境 界 に 固 定 さ れ た 。

Ｄ Ｃ は 、 ジ ェ レ イ タ ー の サ イ ン を 行 う 。
「 大 い な る 北 の 四 辺 形 の 名 前 と 文 字 に お い て 、 わ れ 汝 を 召 喚 す 。

汝 、 北 の 物 見 の 塔 の 天 使 よ 」
別 院 全 体 が 霊 的 に 安 定 し た 。

祭 壇 の 西 に 行 き 東 面 す る 。 深 紅 の 薔 薇 で 霊 の 能 動 と 受 動 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 く 。

「 Ｅ Ｘ Ａ Ｒ Ｐ Ａ Ｈ Ｉ Ｈ
Ｈ Ｃ Ｏ Ｍ Ａ Ａ Ｇ Ｌ Ａ
Ｎ Ａ Ｎ Ｔ Ａ Ａ Ｇ Ｌ Ａ
Ｂ Ｉ Ｔ Ｏ Ｍ Ａ Ｈ Ｉ Ｈ 」

続 け て 言 う 。
「 神 秘 な る 統 一 の タ ブ レ ッ ト の 名 前 と 文 字 に お い て 、 わ れ 汝 を 召 喚 す 。

汝 、 生 命 の 霊 の 神 聖 な る 諸 力 よ 」

花 を 置 き 、 ヴ ェ ー ル を 開 く ポ ー タ ル の サ イ ン を 行 う 。
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「 わ れ 汝 を 召 喚 す 。 汝 、 不 可 視 の 座 に 住 ま う 天 球 の 天 使 た ち よ 。
汝 は 宇 宙 の 門 の 守 護 者 に し て 、 ま た こ の 神 秘 な る 球 の 守 護 者 な り 。
邪 悪 な る も の 、 均 衡 を 失 い し も の を 遠 ざ け よ 。
永 遠 の 神 々 の 神 秘 の 住 居 を 汚 さ ざ る た め 、 わ れ に 力 と 霊 気 を 与 え よ 。
わ れ が そ の 中 に 入 り 、 神 聖 な る 光 の 秘 密 を 分 か つ た め 、 わ が 球 を 清 浄 か つ 神 聖 た ら し め よ 」

Ｄ Ｃ は 、 魔 法 鏡 の 内 部 の 安 定 し 、 活 性 化 し た 霊 気 を 徐 々 に 変 容 さ せ て い く 。
天 使 た ち の 降 臨 に よ り 、 激 発 す る 直 前 ま で 高 め ら れ た 魔 術 師 の 意 志 が 、 神 殿 の 外 壁 、 す な わ

ち 拡 張 さ れ た Ｄ Ｃ の 魔 法 鏡 の 表 面 に 、 四 色 の 糸 を 出 現 さ せ 、 そ の 四 大 の 性 質 を 有 し た 縦 糸 と 横
糸 が 、 霊 の 指 に 紡 が れ て 彩 な す 錦 の 帳 を 織 り 込 ん で い く 。 そ れ と 同 時 に 白 色 を 基 調 と し た 魔 法
鏡 の 内 部 の 霊 気 が 、 徐 々 に 赤 化 し 、 黄 土 色 の ぼ や け た 色 調 か ら 、 黄 金 の 光 を 放 つ 魔 術 師 の 霊 気
に 統 合 さ れ た 。 別 院 は 、 黄 金 の 光 に 満 た さ れ た 。

こ れ ら が 完 全 に 成 し 遂 げ た ら れ た ら 、 神 殿 の 西 の 壁 を 背 に し て 、 東 を 向 き 合 図 の 鈴 を 鳴 ら す 。

Ｄ Ｃ の 霊 的 な 鈴 の 合 図 で 、 Ｄ Ａ を 先 頭 に 別 院 の 南 西 の 入 口 か ら 、 そ し て 、 同 時 に Ｄ Ｐ を 先 頭
に 別 院 の 北 西 の 入 口 か ら 、 司 官 と 参 列 者 が 入 場 を 開 始 す る 。

司 官 は 入 口 か ら 直 接 、 自 分 の 場 に 向 か っ た 。 参 列 者 は 、 そ れ ぞ れ 選 ん だ 四 隅 点 に 向 か う 。

Ｄ Ｃ は 、 内 側 を 向 い た ま ま 次 の 言 葉 を 宣 言 す る 。
Ｄ Ｃ ： 「 Ｉ ∴ Ｏ ∴ Ｓ ∴ の 兄 弟 姉 妹 た ち よ 。 別 院 の 儀 式 を 開 始 せ ん 。 」

Ｄ Ｂ ： 「 天 を 突 く 峻 峰 の 頂 き よ り 、 闇 よ り も 深 き 地 の 深 淵 よ り 、
極 北 の 星 の 凍 て つ い た 光 の も と 、 大 い な る 大 地 が 汝 を 呼 ぶ 。
ア ァ ァ ァ ・ ・ ・ ラ ァ ァ ァ ・ ・ ・ ル 。
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

西 の 玉 座 の 前 に い る Ｄ Ｖ は 背 後 の 地 平 線 か ら 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 を ウ シ
ャ ブ テ ィ の 上 に 纏 う 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 ア ラ ル の テ レ ズ マ 的 姿 形 が 融 合
し 、 再 形 成 さ れ て Ｄ Ｖ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ｖ が 答 え る 。
Ｄ Ｖ ： 「 わ れ は 、 エ シ ュ ・ ア ラ ル 。 元 素 の 火 の 守 護 天 使 な り 。

星 辰 の 火 の 運 び 手 に し て 、 火 竜 を 御 す る 者 な り 。 」

東 か ら Ｄ Ａ が 発 言 す る 。
Ｄ Ａ ： 「 常 に 動 き て 止 ま ら ざ る 雲 間 よ り 、 谷 間 を 吹 き す ぎ る 突 風 の 陰 よ り 、

虹 の 最 上 点 か ら 、 大 い な る 風 が 汝 を 呼 ぶ 。
タ ァ ァ ァ ・ ・ ・ リ ィ ィ ィ ・ ・ ・ ア ァ ァ ァ ・ ・ ・ ハ ド 。
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

西 の 玉 座 の 前 に い る Ｄ Ｐ は 背 後 の 地 平 線 か ら 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 を ウ シ
ャ ブ テ ィ の 上 に 纏 う 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 タ リ ア ハ ド の テ レ ズ マ 的 姿 形 が
融 合 し 、 再 形 成 さ れ て Ｄ Ｐ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ｐ が 答 え る 。
Ｄ Ｐ ： 「 わ れ は 、 エ シ ュ ・ タ リ ア ハ ド 。 元 素 の 水 の 守 護 天 使 な り 。

星 辰 の 水 の 運 び 手 に し て 、 水 竜 を 御 す る 者 な り 。 」

西 か ら Ｄ Ｐ が 発 言 す る 。
Ｄ Ｐ ： 「 変 幻 す る 水 面 に 映 ろ う 月 影 が 誘 う ご と く 、

ざ わ め く 大 海 よ り 、 蒼 穹 の 水 が 汝 を 呼 ぶ 。
チ ャ ァ ァ ァ ・ ・ ・ サ ァ ァ ァ ・ ・ ・ ン 。
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

東 の 玉 座 の 前 に い る Ｄ Ａ は 背 後 の 地 平 線 か ら 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 を ウ シ
ャ ブ テ ィ の 上 に 纏 う 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 チ ャ サ ン の テ レ ズ マ 的 姿 形 が 融
合 し 、 再 形 成 さ れ て Ｄ Ａ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ａ が 答 え る 。
Ｄ Ａ ： 「 わ れ は 、 エ シ ュ ・ チ ャ サ ン 。 元 素 の 風 の 守 護 天 使 な り 。

星 辰 の 風 の 運 び 手 に し て 、 風 竜 を 御 す 者 な り 。 」

南 か ら Ｄ Ｖ が 発 言 す る 。
Ｄ Ｖ ： 「 乾 い た 石 の 上 を 炙 る 熱 気 が 、 森 林 を 覆 い 尽 く す 大 火 に 変 わ る 。
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沸 き た つ 火 山 の 内 奥 よ り 、 大 い な る 炎 が 汝 を 呼 ぶ 。
フ ォ ォ ォ ・ ・ ・ ル ゥ ゥ ゥ ・ ・ ・ ラ ァ ァ ァ ・ ・ ・ ク 。
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

北 の 玉 座 の 前 に い る Ｄ Ｂ は 背 後 の 地 平 線 か ら 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 を ウ シ
ャ ブ テ ィ の 上 に 纏 う 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 フ ォ ル ラ ク の テ レ ズ マ 的 姿 形 が
融 合 し 、 再 形 成 さ れ て Ｄ Ｂ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ｂ が 答 え る 。
Ｄ Ｂ ： 「 わ れ は 、 エ シ ュ ・ フ ォ ル ラ ク 。 元 素 の 地 の 守 護 天 使 な り 。

星 辰 の 地 の 運 び 手 に し て 、 地 竜 を 御 す る 者 な り 。 」

四 司 官 が 召 喚 を 終 了 し た と き 、 神 殿 の 中 心 か ら Ｄ Ｃ が 発 言 す る 。

Ｄ Ｃ ： 「 荒 ぶ る 神 殿 の 外 庭 よ り 、 四 つ の 竜 が 誕 生 せ ん 。
天 地 を 結 ぶ 光 と 闇 の 柱 が 顕 現 し 、
竜 を 束 ね る 宇 宙 の 軸 と な ら ん 。
ア ァ ァ ァ ・ ・ ・ ム ゥ ゥ ゥ ・ ・ ・ デ ィ ィ ィ ・ ・ ・ エ ル 。
立 ち て 、 こ の 聖 な る 場 を 祝 福 さ れ た い 。
汝 が 御 手 を あ げ 、 わ れ ら に 祝 福 を 下 さ れ た い 。 」

祭 壇 の 傍 ら に い る Ｄ Ｃ の 上 に 覆 い 被 さ る よ う に 出 現 す る 巨 大 な 天 使 像 が ウ シ ャ ブ テ ィ を 呑 み
込 む 。 ア ケ フ ァ ロ ス の 顔 の な い オ ー ラ に 、 天 使 ア ム デ ィ エ ル の テ レ ズ マ 的 姿 形 が 融 合 し 、 再 形
成 さ れ て Ｄ Ｃ の 霊 的 外 形 が 急 激 に 変 化 す る 。 Ｄ Ｃ が 答 え る 。
Ｄ Ｃ ： 「 わ れ は 、 エ シ ュ ・ ア ム デ ィ エ ル 。

ケ テ ル と マ ル ク ト を 結 ぶ は 、 わ れ な り 。
竜 を 束 ね る は わ れ な り 。
竜 は 、 わ れ を 回 さ ん 。 」

Ｄ Ｃ が 発 言 す る 。
Ｄ Ｃ ： 「 マ ル ク ト の 天 使 ア シ ム よ 。

四 方 位 に 四 大 の 王 を 喚 起 し 、 門 を 固 定 せ よ 。 」

Ｄ Ｖ は 、 門 を 通 し 、 南 方 を 向 く 。 大 剣 を 軽 々 と 振 り 上 げ 、 切 っ 先 で 等 腕 十 字 架 と そ れ に 外 接
す る 円 を 描 く 。
Ｄ Ｖ ： 「 わ が 有 す る 神 聖 な る 火 の 紋 章 に よ り 、 わ れ 汝 を 喚 起 す 、 ジ ィ ン よ 。

聖 な る 火 の 王 よ 、 火 界 の 狭 間 に 立 ち て 、 火 の 軍 勢 を 統 率 せ よ 。 」
Ｄ Ｖ は 、 内 側 を 向 く 。

Ｄ Ｐ は 、 門 を 通 し 、 西 方 を 向 く 。 シ ェ ー ヌ の 先 に 吊 し た 銀 の 水 差 し で 等 腕 十 字 架 と そ れ に 外
接 す る 円 を 描 く 。
Ｄ Ｐ ： 「 わ が 有 す る 神 聖 な る 水 の 紋 章 に よ り 、 わ れ 汝 を 喚 起 す 、 ニ ク サ よ 。

聖 な る 水 の 王 よ 、 水 界 の 狭 間 に 立 ち て 、 水 の 軍 勢 を 統 率 せ よ 。 」
Ｄ Ｐ は 、 内 側 を 向 く 。

Ｄ Ａ は 、 門 を 通 し 、 東 方 を 向 く 。 王 笏 で 等 腕 十 字 架 と そ れ に 外 接 す る 円 を 描 く 。
Ｄ Ａ ： 「 わ が 有 す る 神 聖 な る 風 の 紋 章 に よ り 、 わ れ 汝 を 喚 起 す 、 パ ラ ル ダ よ 。

聖 な る 風 の 王 よ 、 風 界 の 狭 間 に 立 ち て 、 風 の 軍 勢 を 統 率 せ よ 。 」
Ｄ Ａ は 、 内 側 を 向 く 。

Ｄ Ｂ は 、 門 を 通 し 、 北 方 を 向 く 。 真 鍮 の 器 で 等 腕 十 字 架 と そ れ に 外 接 す る 円 を 描 く 。
Ｄ Ｂ ： 「 わ が 有 す る 神 聖 な る 地 の 紋 章 に よ り 、 わ れ 汝 を 喚 起 す 、 ゴ ー ブ よ 。

聖 な る 地 の 王 よ 、 地 界 の 狭 間 に 立 ち て 、 地 の 軍 勢 を 統 率 せ よ 。 」
Ｄ Ｂ は 、 内 側 を 向 く 。

Ｄ Ｃ が 宣 言 す る 。
Ｄ Ｃ ： 「 祭 壇 に 宇 宙 の 軸 を 召 喚 せ ん 。 」

四 人 の 司 官 は 、 玉 座 を 離 れ 祭 壇 に 近 づ い て 、 両 手 を 互 い に 握 り 祭 壇 を 囲 む 。
Ｄ Ｃ は 、 祭 壇 に 聖 な る 書 物 を 置 き 、 司 官 た ち の 腕 の 輪 の 上 に 手 を か ざ す 。

Ｄ Ｖ ： 「 Ｉ ａ Ｈ ａ Ｖ ａ Ｈ ａ 」
Ｄ Ｐ ： 「 Ｈ ｅ Ｖ ｅ Ｈ ｅ Ｉ ｅ 」
Ｄ Ａ ： 「 Ｖ ｏ Ｈ ｏ Ｉ ｏ Ｈ ｏ 」
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Ｄ Ｂ ： 「 Ｈ Ｉ Ｈ Ｖ 」
Ｄ Ｃ が 宣 言 す る 。

Ｄ Ｃ ： 「 大 い な る 周 行 を も っ て 、 跳 躍 す る 竜 の 術 式 を 執 行 せ ん 。 」
司 官 は そ れ ぞ れ 左 周 り の 渦 を 構 成 す る よ う に 、 右 肩 を 神 殿 の 壁 に 向 け て 立 つ 。
最 も 引 力 の 強 い 四 大 の 場 を 同 時 に 出 発 し 、 円 の 四 半 分 づ つ 遅 れ な が ら 四 大 の 竜 の 頭 の 動 き を

模 写 し 、 三 回 周 行 す る 。 全 く 別 個 の 運 動 を 、 し か し 、 リ ズ ム を 同 期 さ せ て 行 う 周 行 に よ り 、 別
院 の 四 つ の 門 を 通 し て 、 元 素 の 霊 の 精 髄 な る も の が 神 殿 の 内 部 に 左 回 り の 内 向 螺 旋 を 描 き な が
ら 入 り 込 ん で き た 。 そ れ ぞ れ の 司 官 は 、 ９ つ の う ね り を 経 験 す る 。 こ の と き 参 列 者 は 、 竜 に 巻
き 込 ま れ な い 位 置 で 、 別 院 の 内 部 の 霊 的 な 渦 に 思 念 を 集 中 せ よ 。

風
火 地

水 水

地 火

風 風

火 地
水

Ｄ Ａ ： 「 神 秘 な る 周 行 は 完 成 し 、 竜 は 天 球 を 周 回 せ り 。
昼 と 夜 は 均 衡 し 、 春 分 は 到 来 せ り 。 」

Ｄ Ａ は 祭 壇 に 東 か ら 、 Ｄ Ｖ は 西 か ら 近 づ く 。
Ｄ Ａ は 、 ホ ル ス の サ イ ン を 行 う 。 Ｄ Ａ と Ｄ Ｖ は 、 祭 壇 の 上 に 身 を 乗 り 出 し 、 他 者 に 聞 か れ ぬ

よ う パ ス ワ ー ド を 交 換 す る 。
Ｄ Ａ ： 「 深 き 闇 に 拝 礼 す 。 光 は 闇 よ り 生 ま れ た り 。 神 殿 の 古 き パ ス ワ ー ド は ・ ・ ・ な り 。 」

Ｄ Ａ と Ｄ Ｖ は 、 身 を 離 し 、 Ｄ Ｖ が ハ ー ポ ク ラ テ ス の サ イ ン を 行 う 。
今 度 は Ｄ Ｖ が ホ ル ス の サ イ ン を 行 い 、 両 者 は 身 を 乗 り 出 し て 、 パ ス ワ ー ド を 交 換 す る 。

Ｄ Ｖ ： 「 全 き 光 に 拝 礼 す 。 闇 は 光 に 内 在 せ り 。 神 殿 の 新 し き パ ス ワ ー ド は ・ ・ ・ な り 。 」
身 を 離 し 、 Ｄ Ａ が ハ ー ポ ク ラ テ ス の サ イ ン を 行 う 。

Ｄ Ｃ ： 「 パ ス ワ ー ド は 交 換 さ れ た 。 」

司 官 を 含 め た 全 員 が 祭 壇 を 取 り 囲 む 。

Ｄ Ｃ ： 「 腕 を 組 み 、 手 と 手 を 取 り て 、 わ れ ら の オ ー ラ を ひ と つ に 融 け 合 わ せ よ う 。
無 敵 な る 主 の 顕 現 に あ ず か り て 、 わ れ ら の 霊 魂 を ひ と つ と な し 、 祭 壇 に 注 ぎ 込 ま ん 。
そ を も ち て 、 こ の 神 殿 は 栄 光 の 場 と な ら ん 。 」

全 員 が 手 を 組 み 人 間 の 輪 の な か に 祭 壇 を 包 み 込 む 。 手 を 放 す こ と な く 次 を 唱 え る 。
全 員 ： 「 主 よ 。 わ れ ら は 自 ら を 捧 げ ん 。 わ が 心 臓 と 霊 魂 は 、 汝 へ の 絶 ゆ る こ と な き 供 物 と な ら

ん 。 汝 が 御 手 の 技 の 裔 を 受 け 、 汝 の 意 志 の ま ま に 与 え 、 奪 い た ま え 。 ア ー メ ン 。 」

全 員 ： 「 聖 な る か な 、 汝 、 宇 宙 の 主 よ ！
聖 な る か な 、 汝 、 自 然 の 造 ら ざ る 者 よ ！
聖 な る か な 、 汝 、 広 大 に し て 強 大 な る 者 よ ！
光 と 闇 の 主 よ 。 」

Ｄ Ｃ ： 「 聖 な る 場 に 神 秘 な る 逆 周 行 を 起 こ さ ん 。 」
先 ほ ど と は 逆 の 右 回 り の 周 行 が 開 始 さ れ る 。 神 殿 内 部 の 圧 力 が 右 周 り の 螺 旋 と な っ て 、 四 大

の 門 か ら 放 出 さ れ て い く 。

Ｄ Ｃ ： 「 神 秘 な る 逆 周 行 は 完 成 し た 。 門 を 解 放 せ ん 。 」

Ｄ Ｂ は 、 北 の 門 に 向 き 直 り 、 真 鍮 の 器 を 用 い て 等 腕 十 字 と 外 接 す る 円 を 描 き 、 腕 を 胸 の 前 で
交 差 し て 頭 を 垂 れ る 。
Ｄ Ｂ ： 「 汝 が 助 力 に 謝 せ ん 。 地 の 王 よ 。
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門 を 解 き 放 ち 、 緑 の 大 地 に 戻 る べ し 。 」

Ｄ Ａ は 、 東 の 門 に 向 き 直 り 、 王 笏 を 用 い て 等 腕 十 字 と 外 接 す る 円 を 描 き 、 腕 を 胸 の 前 で 交 差
し て 頭 を 垂 れ る 。
Ｄ Ａ ： 「 汝 が 助 力 に 感 謝 せ ん 。 風 の 王 よ 。

門 を 解 き 放 ち 、 蒼 穹 に 戻 る べ し 。 」

Ｄ Ｐ は 、 西 の 門 に 向 き 直 り 、 水 差 し を 用 い て 等 腕 十 字 と 外 接 す る 円 を 描 き 、 腕 を 胸 の 前 で 交
差 し て 頭 を 垂 れ る 。
Ｄ Ｐ ： 「 汝 が 助 力 に 感 謝 せ ん 。 水 の 王 よ 。

門 を 解 き 放 ち 、 海 神 の 領 域 に 戻 る べ し 。 」

Ｄ Ｖ は 、 南 の 門 に 向 き 直 り 、 大 剣 を 用 い て 等 腕 十 字 と 外 接 す る 円 を 描 き 、 腕 を 胸 の 前 で 交 差
し て 頭 を 垂 れ る 。
Ｄ Ｖ ： 「 汝 が 助 力 に 感 謝 せ ん 。 火 の 王 よ 。

門 を 解 き 放 ち 、 炎 の 火 口 に 戻 る べ し 。 」

Ｄ Ｃ ： 「 マ ル ク ト の 天 使 ア シ ム よ 。
砂 時 計 を 通 り 、 イ ェ ツ ィ ラ ー に 戻 る と き が 来 た 。
魔 術 師 の 肉 体 を 脱 ぎ 捨 て 、 光 へ と 帰 還 せ ん 。 」

Ｄ Ｃ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 宇 宙 の 韻 律 と 調 和 に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 聖 霊 は 、 森 羅 万 象 の 上 に あ り 、 下 に あ り 、 内 に あ り 、 外 に も あ る 。
主 よ 、 生 け る 霊 と 人 の 子 ら に 、 法 悦 と 祝 福 を 与 え た ま え 。
エ シ ュ ・ ア ム デ ィ エ ル は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

Ｄ Ｂ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 大 地 の 輝 き と 喜 び に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 栄 光 は あ ま ね く 地 上 を 満 た し 、 わ れ ら に 恵 み を も た ら し た り 。
主 よ 、 地 母 神 た る 大 地 と 人 の 子 ら に 、 愛 と 祝 福 を 与 え た ま え 。
エ シ ュ ・ フ ォ ル ラ ク は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

Ｄ Ａ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 天 の 音 楽 の 響 く 大 空 に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 御 言 葉 は 、 星 々 の 歌 声 に 彩 ら れ 、 わ れ ら に 希 望 を も た ら し た り 。
主 よ 、 や さ し き 風 と 人 の 子 ら に 、 英 知 と 祝 福 を 与 え た ま え 。
エ シ ュ ・ チ ャ サ ン は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

Ｄ Ｐ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 生 命 の 生 ま れ 滅 す る 大 海 に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 御 手 の 指 は 、 す べ て の 被 造 物 に 、 色 鮮 や か な 輝 き を も た ら し た り 。
主 よ 、 万 物 の 生 命 の 母 た る 水 と 人 の 子 ら に 、 多 様 さ と 祝 福 を 与 え た ま え 。
エ シ ュ ・ タ リ ア ハ ド は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

Ｄ Ｖ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 賛 歌 を 聞 き た ま え 。 躍 動 す る 炎 の 力 に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 聖 な る 火 花 は 、 砂 の ひ と つ ぶ た り と 見 逃 さ ず 、 霊 魂 を も た ら し た り 。
主 よ 、 久 遠 の 霊 の 表 象 た る 火 と 人 の 子 ら に 、 力 と 祝 福 を 与 え た ま え 。
エ シ ュ ・ ア ラ ル は 、 肉 の 衣 を 去 れ り 。 」

全 員 ： 「 主 よ 、 わ れ ら に 祝 福 あ れ 。 わ れ ら は 絶 え る こ と な く 汝 を 称 え ん 。 」

Ｄ Ｃ ： 「 人 の 子 ら よ 。 ア シ ム は 、 去 れ り 。 地 上 に 帰 還 せ ん 。 」

四 大 の 別 院 に 入 っ て き た と き と 同 様 に 二 手 に 分 か れ て 出 口 に 向 か う 。
出 口 に お い て 、 祭 壇 に 一 礼 し 、 脇 間 に 入 る 。
地 下 ３ 階 の 礼 拝 所 の 奥 の 燃 え る 剣 の 図 に 十 字 を 切 り 、 階 段 室 に 入 る 。

最 後 に 残 っ た Ｄ Ｃ が 、 祭 壇 に 一 例 し 、 《 ヴ ェ ー ル を 閉 じ る 》 サ イ ン を 行 う 。

Ｄ Ｃ ： 「 Ｉ Ｈ Ｓ h Ｖ Ｈ と Ｉ Ｈ Ｖ Ｓ h Ｈ の 御 名 に お い て 、
こ の 儀 式 に よ り 拘 束 さ れ し 、 す べ て の 《 霊 》 を 解 放 せ ん 。 」

Ｄ Ｃ は 、 別 院 の 北 西 の 扉 を 封 印 す る 。 自 身 は 、 南 西 の 扉 を く ぐ り 、 脇 間 か ら 扉 を 封 印 す る 。
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帳 が 閉 じ る 瞬 間 に 、 す べ て の 霊 的 統 制 が 解 か れ 、 再 び 四 大 の 息 吹 が 荒 々 し く 渦 を 巻 く 別 院 の
内 部 が 垣 間 見 え る 。

Ｄ Ｃ は 、 地 上 へ と 螺 旋 階 段 を 登 り 、 神 殿 の 廊 室 に 入 る 。
Ｄ Ｃ ： 「 わ れ は 宣 言 す る 。 神 殿 作 業 は 終 了 せ り 。 」

全 員 ： 「 神 殿 作 業 は 終 了 せ り 。 ア ー メ ン 。 」

神 殿 の 外 庭 で ウ シ ャ ブ テ ィ を 解 放 し 、 光 の 洞 窟 を 通 過 し て 光 体 は 自 分 の 部 屋 に 戻 る 。
静 か に 肉 体 に 戻 る 。 四 肢 の 感 覚 が 戻 っ た と こ ろ で 、 光 の 法 衣 を 脱 ぐ 。 （ 特 別 な 手 順 は 必 要 な

い 。 ） 静 か に 目 を 開 き 、 立 ち 上 が る 。

法 衣 を 着 用 し て い る 場 合 は 、 沈 黙 の う ち に 着 替 え る 。
普 段 着 に 戻 り 、 儀 式 に つ い て の 個 人 的 メ モ （ 『 魔 法 日 記 』 用 ） を 終 わ る ま で 、 こ の 沈 黙 を 続

け る の が 望 ま し い 。 そ の 後 は 、 軽 い 食 事 、 飲 み 物 等 を 採 り 、 地 上 に 帰 還 し た こ と を 自 分 自 身 に
印 象 づ け る こ と 。

マ ル ク ト の 天 使 Ａ Ｓ ｈ Ｍ （ 単 数 形 Ａ Ｓ ｈ ） の テ レ ズ マ 的 イ メ ー ジ

天 使 ア ム デ ィ エ ル
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天 使 チ ャ サ ン 天 使 ア ラ ル

天 使 タ リ ア ハ ド 天 使 フ ォ ル ラ ク
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儀式記録用メモランダム
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